
TPCnews63 号 

2014・10・20 
仙台市青葉区本町二丁目十六番十二号   http://www.t-productivity-ce.jp HP 掲載中 

      

 

テーマ「ベストプラクティスを支える卓越したオペレーション」 

 
 

 

 

 

 

第３７回仙台シンポジウム 10 月例会は，㈱良品計画の代表取締役会長の松井忠三氏

を迎え，58名の皆様の参加を得て開催致しました。 

２００１年無印良品を展開する良品計画は倒産寸前の状況に陥り，松井会長はそんな

時期に社長に就任し，「リストラ策」とともに業務の徹底的な「仕組化」に取り組みま

■１０月例会（１０月１６日開催） 

★講師（株）良品計画 

代表取締役会長 松井 忠三 氏 

http://www.t-productivity-ce.jp/�


した。経営再建のカギは危機意識と原因の本質を徹底的に考えることで「業績不振の根

本的な原因を考えていくと，自分が育ったセゾングループの企業風土にあるのではと思

い至りました。もちろん良い面があったからセゾンは大きな企業になったのですが，当

時は悪い面がもろに出て業績悪化を招いてしまいました。」 

その悪い面とは経験主義的な人材育成や業務の仕方で個人にノウハウがつき，組織に

残らないこと。発想力は優れていたものの実行力が欠けていた点である。 

「店長の数だけ正解があると，会社の意思として標準的なお店をつくっていくことが

できません。そんな非効率な組織で競争に勝てるわけがない。それでセゾングループは

イトーヨーカドーやジャスコに負けたんです。」 

松井会長が仕組化に拘った理由はここにある。個人の経験や勘に頼っていた業務を仕

組化し，ノウハウとして蓄積し，実行できるように整備する必要があった。 

ただ，仕組化やマニュアルを進めると誰でも業務を実行できるようになる一方，だれ

でもよいということにもなるではないか。 

「仕組をつくり，組織風土を変える。すると，最後は人の問題に戻ってきます。やは

り自分の頭で考え，リスクを取って動ける人間の育成が必要です。ただし，最初から『人

ありき』だと全く勝負にならない。かつてのセゾングループと一緒で，負ける構造にし

かなりません。」 

リーダーは「努力をすれば結果を出せる仕組み」を考えなければならないと松井会長

は言う。一人ひとりが頑張って同じ方向に束ねることで成果が上がる。それがリーダー

と仕事であり「進化と実行」を続け，絶えず優れた仕組にし続けなければ，この先生き

残ることはできません。 

松井会長からは，その他さまざまな「経営の変革」の内容や，海外展開の注意点など

も交えて「常に進化しなければ生き残れない」という教訓を教えていただきました。 

以上，大変有意義なご講演をいただき，参加者の皆さまを含めましてご協力に衷心よ

り感謝申し上げます。 

次号のＴＰＣニュースから担当が村山に代わります。小職同様，ご支援とご協力を切

にお願い申し上げます。（吉田 拝） 

＜ 第３７回仙台シンポジウム 今後の予定＞ 
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＊全例会とも会場は仙台商工会議所会館７階大会議室，時間帯は１４時から１５時半です。

今後の各例会に参加ご希望の方は，東北生産性本部（℡０２２－２６１－０４１１）まで

ご連絡下さい。 


